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【ポイント】
（契約指定野菜安定供給事業）
　令和２年度事業の交付金交付額は、秋冬野菜の安値の中で、過去最高の２億７１７９万円（交
付率２８％）となり、レタスが９７％、トマト２％を占めた。タイプ別には、価格低落タイプ
９８％、出荷調整タイプが１. ６％、数量確保タイプが０. ４％を占めた。
（契約野菜収入確保モデル事業）
　令和２年度の交付金交付額は、前年度の３. ７倍の３０７２万円（交付率６％）となり、価格
高騰時対策の出荷促進タイプが９４％を占めた。品目別には、キャベツが４３％、ねぎ（青ねぎ）
が２１％、はくさいが１３％、レタス（結球）が９％を占めた。
（特定野菜等供給産地育成事業）
１　令和２年度特定野菜等供給産地育成価格差補給事業の価格差補給交付金の交付額は、特定野
菜事業８億２０００万円（前年比８１. ８％）、指定野菜事業５億円（同８７. ９％）となった。

２　品目別には、特定野菜事業は、①ブロッコリー②みつば③ししとうがらし④こまつな⑤セル
リーの順で、これら５品目で全体の約８割を占めた。指定野菜事業は、①冬春トマト②冬春ト
マト（ミニトマト）③春レタス④冬キャベツ⑤秋冬ねぎの順で、これら５品目で全体の約７割
を占めた。
（緊急需給調整事業）
１　令和２年度緊急需給調整事業の実施状況は、たまねぎ、夏秋レタス、秋冬だいこん、秋冬は
くさいについて平成１８年度以来最大規模となる実施数量１万６５０６トン、交付額
４億２１万円、実施件数は８件だった。

２　需給調整の手法別には、たまねぎは産地調整（出荷の後送り）、夏秋レタスは市場隔離（土
壌還元）、有効利用用途（フードバンクへの提供）、秋冬だいこんは産地調整（出荷の後送り）、
秋冬はくさいは産地調整（出荷の後送り）、市場隔離（土壌還元）、有効利用用途（フードバン
クへの提供）であった。

機構から

令和２年度契約指定野菜安定供給事業、
契約野菜収入確保モデル事業、

特定野菜等供給産地育成価格差補給事業及び
緊急需給調整事業に係る交付状況について

機構から

１　契約指定野菜安定供給事業の交付状況
令和２年度事業の交付状況を見ると、秋冬野菜の安値を背景に過去最高の２億７１７９万円となっ

た。特に価格低落タイプの冬レタスが長期間にわたって交付対象となったため、レタスの交付額は交
付額全体の９７％を占める２億６２２５万円となった。次いで、冬春トマトが５８３万円（同２％）
となった。出荷調整タイプの交付金額については、夏秋レタスの出荷期間の後半に価格低落による出
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荷調整が行われたことなどにより４２３万円となった。数量確保タイプについては、春先の価格高騰
時に供給量不足となった生産者に対して、１０８万円の交付金を交付した（表１、２）。
都道府県別の交付金額を見ると、冬レタスの産地である静岡県が最も多い１億６７２９万円、同じ

く長崎県が４９３８万円、次いで夏秋レタスを主とした長野県が３１２１万円となった。

表１　契約指定野菜安定供給事業のタイプ別実績

※（　）内は全体計に対する割合（％）
注：四捨五入のため、計において一致しない場合がある。

予約数量（トン） 資金造成額（千円） 交付金交付額（千円） 交付率（％）

価格低落タイプ 16,406
（93.1%）

782,708
（81.8%）

266,481
（98.0%） 34%

出荷調整タイプ 253
（1.4%）

3,999
（0.4%）

4,229
（1.6%） 106%

数量確保タイプ 955
（5.4%）

169,741
（17.7%）

1,076
（0.4%） 1%

計 17,613 956,448 271,786 28%

表２　契約指定野菜安定供給事業の品目別実績

※（　）内は全体計に対する割合（％）

対象野菜 交付予約数量（トン） 資金造成計画額（千円） 交付金交付額（千円） 交付率

キャベツ 5,090 
（28.9%）

181,671 
（19.0%）

1,076 
（0.4%） 1%

きゅうり 150 
（0.9%）

13,776 
（1.4%）

0 
（0.0%） 0%

だいこん 1,411 
（8.0%）

36,759 
（3.8%）

1,854 
（0.7%） 5%

トマト 234 
（1.3%）

30,380 
（3.2%）

5,831 
（2.1%） 19%

にんじん 1,200 
（6.8%）

48,312 
（5.1%）

775 
（0.3%） 2%

はくさい 10 
（0.1%）

293 
（0.0%）

0 
(0.0%） 0%

レタス 9,518 
（54.0%）

645,257 
（67.5%）

262,250 
（96.5%） 41%

合計 17,613 956,448 271,786 28%

２　契約野菜収入確保モデル事業の交付状況
令和２年度の交付金交付額は、前年度の３. ７倍の３０７２万円となった（交付率６％）。タイプ別

にみると、価格高騰時対策の出荷促進タイプが２９０１万円（交付率１１％）と全体の９４％を占め、
秋冬野菜の価格が安値で推移したことを背景に秋冬野菜の申込みの多かった数量確保タイプは
１７２万円（交付率１％）となった。価格低落時対策の出荷調整タイプの交付金の交付はなかった（図）。
品目別に交付金額を見ると、キャベツの４～６月を対象出荷期間とする区分で最も多い１３２９万

円が交付され、次いでねぎ（青ねぎ）の年間を通じた出荷に対して６５７万円、はくさいはキャベツ
と同じく春先の出荷期間に３９８万円が交付された（表３）。
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都道府県別の交付金額は、茨城県がキャベツ、レタス、はくさい、なすの４品目合計で８５１万円
と最も多く、次いで青森県がキャベツ１品目で６２７万円、京都府がねぎ（青ねぎ）で４３４万円と
なった。
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図　契約野菜収入確保モデル事業のタイプ別交付実績の推移

表３　契約野菜収入確保モデル事業の品目別実績

※（　）内は全体計に対する割合（％）
注：四捨五入のため、計において一致しない場合がある。

品目 実施計画認定金額（円） 交付金交付額（円）

キャベツ 155,946,000
（32.9%）

13,291,327
（43.3%）

きゅうり 14,393,000
（3.0%）

0
（0.0%）

さといも 9,286,000
（2.0%）

1,576,403
（5.1%）

だいこん 18,513,000
（3.9%）

409,829
（1.3%）

たまねぎ 28,866,000
（6.1%）

0
（0.0%）

なす 6,225,000
（1.3%）

1,096,528
（3.6%）

にんじん 11,646,000
（2.5%）

1,046,899
（3.4%）

ねぎ（青ねぎ） 42,191,000
（8.9%）

6,567,875
（21.4%）

ねぎ（こねぎ） 1,319,000
（0.3%）

0
（0.0%）

はくさい 26,396,000
（5.6%）

3,976,518
（12.9%）

ばれいしょ 3,123,000
（0.7%）

0
（0.0%）

レタス（結球） 136,254,000
（28.8%）

2,639,393
（8.6%）

レタス（非結球） 19,572,000
（4.1%）

118,454
（0.4%）

計 473,730,000 30,723,226
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３　特定野菜等供給産地育成価格差補給事業の交付状況
（１）特定野菜事業

令和２年度の価格差補給交付金は、しょうが、ふき、メロン、みょうがおよびわけぎを除く３０品
目について交付があり、交付総額は、前年度より１億８０００万円減の８億２０００万円（交付率
５. ７％）であった。このうち、機構が野菜価格安定法人に交付した価格差補給助成金は、３億 
４０００万円（前年度比１０. ６％減）であった（表４）。

表４　令和２年度特定野菜等別事業実施状況（特定野菜事業）

（単位：トン、円、％）

対象特定
野菜等 交付予約数量 準備金総額 国庫負担限度額

価格差補給
交付金等
交付額

うち
　価格差補給
　助成金交付額

交付金
交付率

アスパラガス 7,459.2 1,349,293,334 674,646,663 73,681 36,840 0.0
いちご 5,383.2 863,646,502 287,882,141 642,288 214,095 0.1
えだまめ 3,040.0 347,398,970 115,799,646 670,671 223,554 0.2
かぶ 1,087.0 24,208,400 8,069,464 5,932,397 1,977,465 24.5
かぼちゃ 7,421.1 180,734,889 90,367,444 95,527 47,762 0.1
カリフラワー 1,516.0 55,148,280 18,382,753 647,956 215,984 1.2
かんしょ 15,205.0 494,174,890 164,724,946 388,162 129,386 0.1

グリーンピース 222.0 28,470,960 9,490,316 646,878 215,625 2.3
ごぼう 12,572.0 436,803,560 145,601,155 11,141,483 3,713,821 2.6
こまつな 6,014.0 335,693,852 111,897,930 59,196,491 19,732,142 17.6

さやいんげん 966.0 103,739,980 34,579,986 62,053 20,684 0.1
さやえんどう 538.0 75,033,820 25,011,268 548,441 182,813 0.7
しゅんぎく 2,716.0 228,336,400 76,112,118 13,990,435 4,663,466 6.1
しょうが 1,247.0 109,100,700 36,366,891 0 0 0.0
すいか 35,715.0 1,037,734,360 345,911,437 2,224,375 741,455 0.2

スイートコーン 6,387.0 243,996,910 121,998,455 5,361,191 2,680,593 2.2
セルリー 15,685.0 611,644,740 203,881,570 40,927,708 13,642,563 6.7
そらまめ 1,220.0 78,662,000 26,220,657 1,457,491 485,827 1.9

ちんげんさい 2,308.0 123,704,100 41,234,687 18,677,254 6,225,741 15.1
生しいたけ 1,303.0 221,778,300 73,926,089 861,788 287,260 0.4
にら 10,263.0 820,820,820 273,606,888 12,329,356 4,109,771 1.5
にんにく 2,459.0 390,140,470 130,046,800 10,404 3,468 0.0
ふき 1,433.0 80,072,080 26,690,692 0 0 0.0

ブロッコリー 51,794.7 3,151,631,113 1,575,815,556 419,920,713 209,960,294 13.3
みずな 2,359.0 162,911,520 54,303,834 22,099,813 7,366,596 13.6
みつば 3,920.0 393,425,310 131,141,753 117,710,330 39,236,755 29.9
メロン 957.0 58,354,390 19,451,460 0 0 0.0
やまのいも 20,867.0 1,094,937,800 364,979,224 13,900,965 4,633,652 1.3
れんこん 6,014.0 434,407,910 144,802,632 10,742,422 3,580,804 2.5
オクラ 1,576.5 176,551,000 58,850,329 376,484 125,494 0.2

ししとうがらし 1,200.0 249,638,400 83,212,798 60,638,661 20,212,883 24.3
にがうり 1,736.4 95,139,102 31,713,023 654,981 218,325 0.7
らっきょう 2,564.0 206,452,370 68,817,454 262,684 87,560 0.1
わけぎ 333.2 32,881,807 10,960,600 0 0 0.0
みょうが 690.0 154,841,300 51,613,764 0 0 0.0
計 236,171.3 14,451,510,339 5,638,112,423 822,193,083 344,972,678 5.7
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品目別交付額上位５品目は、ブロッコリー４億１９９２万円、みつば１億１７７１万円、ししとう
がらし６０６４万円、こまつな５９２０万円、セルリー４０９３万円、上位５道府県は、愛知県
１億８８８９万円、群馬県８１９６万円、徳島県７５０５万円、高知県６４０４万円、茨城県
５０５６万円となった。

対象品目・出荷期間別の交付額をみると、ブロッコリー（１０～１２月）２億４７５６万円が最も
多く、次いでブロッコリー（１～３月）１億４５８１万円、みつば（９～１２月）６８０５万円、し
しとうがらし（１１～１２月）４５３５万円、みつば（１～３月）３８２８万円となった。

（２）指定野菜事業
令和２年度の価格差補給交付金は、前年度より７０００万円減の５億円（交付率１１. ０％）、この

うち、機構から野菜価格安定法人に対して交付した価格差補給助成金は２億５０００万円（前年度比
１２. ０％減）であった（表５）。

交 付 額 上 位 ５ 種 別 は、 冬 春 ト マ ト １ 億 ２ ５ ７ １ 万 円、 冬 春 ト マ ト（ ミ ニ ト マ ト ） １ 億 
１７６５万円、春レタス３３８４万円、冬キャベツ３２６６万円、秋冬ねぎ２９４１万円、上位５都
道府県別は、熊本県１億１４３万円、長崎県９４６９万円、徳島県３５５６万円、佐賀県２５８３万
円、茨城県２４０７万円となった。

対象種別・出荷期間別の交付額をみると、冬春トマト（１～２月）４８６７万円が最も多く、次い
で冬春トマト（３～４月）４１０３万円、冬春トマト（ミニトマト）（１１/ ２１～１２月）
３９３０万円、冬春トマト（ミニトマト）（１～２月）３７４６万円、春レタス（４～５月）
３３８４万円となった。

４　緊急需給調整事業の交付状況
令和２年産のたまねぎ、夏秋レタス、秋冬野菜が安値で推移した中、国・出荷団体・産地・機構が

緊密に連携し、価格の大幅な低落時において、平成１８年度以来最大規模となるレタス、はくさいの
フードバンクへの提供、だいこん、たまねぎ、はくさいの産地調整（出荷の後送り）などによる緊急
需給調整事業（実施件数８件、実施数量1万６５０６トン、交付額４億２１万円）を実施し、野菜の
需給・価格の安定を図った。

品目別の交付状況を見ると、たまねぎは、５月中下旬に佐賀県で１万８０４トンの産地調整（出荷
の後送り）を実施し、２億８０９０万円を交付した。

夏秋レタスは、７月上旬に長野県で２２６トンの市場隔離（土壌還元）と有効利用用途（フードバ
ンクへの提供）を実施し、１１１１万円を交付した。このうち、有効利用用途については、フードバ
ンク団体を通じて都内の社会福祉施設や生活困窮家庭などにレタスを提供した。　

秋冬だいこんは、１２月中下旬に千葉県で１５７４トンの産地調整（出荷の後送り）を実施し
３１４７万円を交付するとともに、長崎県でも１１４１トンの産地調整（出荷の後送り）を実施し
２２８１万円を交付した。さらに１２月下旬に神奈川県で５６４トンの産地調整（出荷の後送り）を
実施し１１２８万円を交付し、実施数量計３２７８トン、６５５７万円を交付した。

秋冬はくさいは、１２月中下旬に鹿児島県で９０１トンの産地調整（出荷の後送り）を実施し、
１２６１万円を交付した。１月中下旬には、茨城県で４０５トンの産地調整（出荷の後送り）を実施
し７６９万円を交付するとともに、鹿児島県でも８９２トンの市場隔離（土壌還元）と有効利用用途

（フードバンクへの提供）を実施し２２３２万円を交付し、実施数量計２１９８トン、４２６３万円
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表５　令和２年度特定野菜等別事業実施状況（指定野菜事業）

（単位：トン、円、％）

対象特定
野菜等 交付予約数量 準備金総額 国庫負担限度額

価格差補給
交付金等
交付額

うち
　価格差補給
　助成金交付額

交付金
交付率

春キャベツ 11,717.1 276,262,285 138,131,592 505,416 252,729 0.2
夏秋キャベツ 3,132.3 60,432,473 30,216,236 6,128,411 3,064,202 10.1
冬キャベツ 4,955.8 94,952,972 47,476,533 32,655,585 16,327,820 34.4
夏秋きゅうり 3,078.4 184,226,513 92,200,707 3,950,764 1,975,393 2.1
冬春きゅうり 5,801.1 320,081,820 160,319,945 28,087,877 14,044,018 8.8
秋冬さといも 842.0 41,674,760 20,837,380 762,243 381,119 1.8
春だいこん 5,110.0 103,321,000 51,744,210 139,439 69,719 0.1
夏だいこん 136.0 3,822,960 1,911,480 89,729 44,864 2.3
秋冬だいこん 3,112.0 53,012,460 26,508,360 4,688,888 2,344,602 8.8
夏秋トマト 4,004.6 293,861,784 146,966,257 20,042,467 10,021,224 6.8

夏秋トマト（ミニ） 814.0 117,513,830 58,756,915 5,816,138 2,908,066 4.9
冬春トマト 6,373.0 444,037,051 222,018,607 125,705,611 62,852,792 28.3

冬春トマト（ミニ） 2,563.5 336,758,250 168,379,124 117,647,214 58,823,577 34.9
夏秋なす 4,751.0 276,667,370 138,852,316 1,477,718 738,854 0.5
冬春なす 542.0 38,320,370 19,160,185 1,079,915 539,955 2.8
春夏にんじん 2,689.0 80,597,230 40,298,615 875,327 437,663 1.1
秋にんじん 331.0 8,942,900 4,471,450 2,793,857 1,396,928 31.2
冬にんじん 2,131.0 61,153,750 30,576,875 8,091,593 4,045,795 13.2
春ねぎ 2,148.0 142,426,010 71,213,005 1,199,439 599,719 0.8
夏ねぎ 2,075.0 186,691,870 93,345,935 5,631,450 2,815,720 3.0
秋冬ねぎ 6,862.0 487,615,605 243,807,871 29,414,686 14,707,331 6.0
春はくさい 1,307.0 22,747,800 11,373,900 435,614 217,807 1.9
夏はくさい 410.0 8,424,900 4,212,450 77,143 38,571 0.9
秋冬はくさい 2,141.0 31,039,080 15,519,540 7,098,175 3,549,085 22.9
夏秋ピーマン 5,096.0 344,390,860 172,336,843 3,373 1,686 0.0
冬春ピーマン 2,641.0 227,984,310 114,001,270 21,952,066 10,976,031 9.6
ほうれんそう 968.0 106,858,580 54,010,718 8,110,818 4,094,669 7.6
春レタス 3,408.0 110,146,630 55,073,315 33,838,306 16,919,148 30.7
夏秋レタス 300.0 11,409,000 5,704,500 3,694,038 1,847,019 32.4
冬レタス 675.0 38,007,200 19,003,600 24,367,098 12,183,543 64.1
たまねぎ 936.0 21,731,340 10,865,670 1,652,664 826,330 7.6
計 91,050.8 4,535,112,963 2,269,295,404 498,013,062 249,045,979 11.0

を交付した。このうち、有効利用用途については、フードバンク団体を通じて県内の子供食堂などに
はくさいを提供した（表６）。
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表６　令和２年度の緊急需給調整事業の実施状況

対象品目 実施時期 都道府県 実施数量 交付金交付額 実施手法 備考
（活用用途等）

たまねぎ ５月中下旬 佐賀県 10,804トン 28,090万円 産地調整（出荷の後送り）

夏秋レタス ７月上旬 長野県 226トン 1,111万円 市場隔離（土壌還元）
有効利用用途（フードバンク）

フードバンク団体を
通じて社会福祉施
設、生活困窮家庭
等に提供

秋冬だいこん
１２月中下旬 千葉県 1,574トン 3,147万円 産地調整（出荷の後送り）
１２月中下旬 長崎県 1,141トン 2,281万円 産地調整（出荷の後送り）
１２月下旬 神奈川県 564トン 1,128万円 産地調整（出荷の後送り）
小計 3,278トン 6,557万円

秋冬はくさい

１２月中下旬 鹿児島県 901トン 1,261万円 産地調整（出荷の後送り）
１月中下旬 茨城県 405トン 769万円 産地調整（出荷の後送り）

１月中下旬 鹿児島県 892トン 2,232万円 市場隔離（土壌還元）
有効利用用途（フードバンク）

フードバンク団体を
通じて子供食堂等
に提供

小計 2,198トン 4,263万円
合計 16,506トン 40,021万円

※　実施数量は、交付金対象数量である。

なお、以下の各事業の交付状況などの詳細については、機構ＨＰに掲載しているので、ご覧くださ
い。

●契約指定野菜安定供給事業及び野菜収入確保モデル事業
　https://www.alic.go.jp/y-kanri/yagyomu03_000001_00236.html
●特定野菜等供給産地育成価格差補給事業
　https://www.alic.go.jp/y-kanri/yagyomu03_000001_00235.html
●緊急需給調整事業
　https://www.alic.go.jp/y-kanri/yagyomu03_000001_00237.html


